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−62 −𝑥4𝑦7
9𝑥 + 4𝑦

6
2 6

𝑥2 − 8𝑥 − 13 𝑎 𝑥 − 12 𝑥 + 2 𝑥 =
−5 ± 13

6

−2 ,−1 , 0 , 1 , 2 𝑎 = −
1

4
5

9
12

5
,
14

5

3

5

36° ∠𝑥 = 21° 265 𝑐𝑚3

対頂角

２組の角

ＡＦＥ

ＡＥＦ

14：25

7：18
BD＝𝑥 ｃｍ とする。

△ＡＢＤにおいて,三平方の定理より

AD 2＝AB2 − BD2

AD 2＝252 − 𝑥2・・・①

△ＡＣＤにおいて,三平方の定理より

AD 2＝AC 2 − CD2

AD 2＝302 − 25 − 𝑥 2・・・②

①，②より，

25 2 − 𝑥2＝302 − (25 − 𝑥)2

25 2 − 𝑥2＝302 − 252 + 50𝑥 − 𝑥2

50𝑥＝350

𝑥＝7

したがって，BD＝７ｃｍ

B −2 , 4

C 4 ,−8

2点B，Cを通る直線の方程式をy = ax + bとする。

2点B，Cを通るので

を解くと，a=-2, b=0

したがって2点B，Cを通る直線は

y = −2x・・・③ である。

③は原点を通るため△BCDの面積が２４㎠に

なるためには△BOD＋△COD＝２４となる点Dを求める。

点Dはｙ軸上にあるため，原点Oからの距離をとすると，

（０，ｙ）と（０，ｰy）となる。

したがって式はｙを求める式は

ODを底辺とすると，

y ×２×
１
２
＋ｙ×４×

１
２
＝２４

これを解くと，ｙ＝８ したがって点D(0 , 8)，点D(0 ,−8)

𝑟 + 4 𝑐𝑚

1

3
𝑐𝑚

右図のように点O,O′から辺BCにおろした

垂線をそれぞれOE,O′E′とし，O′からOE

に垂線O′Fをおろす。

OO′＝𝑟 + 4 ,OF＝4 − 𝑟

AD＝9より，O′F = 9 − 4 − 𝑟 = 5 − 𝑟

△ OO′Fにおいて,三平方の定理より

OO′2＝OF2 + FO′2

(𝑟 + 4) 2＝(4 − 𝑟)2+(5− 𝑟)2

𝑟2 − 26𝑟 + 25＝0

(𝑟 − 1)(𝑟 − 25)＝0 円O′ の半径は円Oの半径より小さいので，

𝑟＜4 したがって𝑟 = 1 １ｃｍ
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

ቊ
4=−2a+b
−8= 4a+b


